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年前の答告速 ワ 印 ため`こ原則を曲↓チ質の低下

を沼いたことに谷きる。社会奉仕t国 際奉仕t そ れが
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■日―タリアンズ ビ ー ア ンビシャス ソ ロ ータリー

の け抱 を后くせよソ 「角 とは職業奉仕の(で ある。

″ンジー6友 に2つ   「 倫理案さ着拘  f労 働なご富」
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的に見ては掌を誤るであろう。茶く疑って自分の判断を

持つこと そ れが社会 丈 イヒ 人 を観る目を求 くす
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せを分け合うこと そ れが 暁 しJと いうこの。ほたの
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宮篠二事の世の中ではなくなること

日本社会の大きな変と その都度官僚は事程を証み違え

てきた。争ヨt読 み違えるであろう。□塊世代の定年 =
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ー
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未る。穴第を驚れ 好きな事 や りたし専  し かし高品

質の事しかやらない力峨力 それは全装自的でないから

えすしt局 コストを抱味しない。ただし自分の 「好さな

事jの 見極めが谷D」久 好きなように生さ 好 きな事

自分の為に金を使うも占齢者から舌年層に食ク,貯 ■る薬
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きなし、コンピユーター時代ならこ幸 である。
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子供違 30ム 、そねクヽ これなにt生 さ生さと 嬉 しそ

うに生さられるようになる (ビデオ映像)。それには

タツプリの刻 点 茶条件の愛慌と
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〔委員会報寄

◎出席報告               出 席委員会

会見俺妓    40名

出床裏務者数  39名 (出席鋪 r殉

出席者数    75名

妨 数     24名 輸 門 皓 )

出麻率   38 46%

存離負γυアなし

3/r 的 正出席革  76 92%
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